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尿管 エ ン ドメ トリオー シスの1例
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   A 32-year-old female visited our clinic with the chief complaints of macroscopic hematuria 
and pollakisuria in February 18, 1987. Cystoscopic examination revealed findings of cystitis but 
bleeding from the ureteral orifice was not observed. IVP showed right non visualized kidney and 
retrograde pyelogaphy demonstrated right ureteral stenosis on the lower ureter and right hydro-
nephrosis. 
   Total hysterectomy, right oophorectomy and right ureterolysis were carried out in March 5. 
Right lower ureter was buried in the fibrous tissue approximately over 2 cm above the crossing 
with iliac vessels. Dark reddish colored small tumor was noticed in the stenosed ureter and 
resected. The histological diagnosis confirmed endometriosis. 

   A total 37 cases of ureteral endometriosis in Japanese literatures were reviewed. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 37: 389-392, 1991)
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緒 言

エンドメトリオーシスは子宮内膜組織が異所性に増

殖する疾患であり,婦 人科領域では多くみられるが,

尿管エンドメトリオーシスは比較的稀な疾患で本邦で

は37例 の報告を数えるにすぎない,最 近,わ れわれは

尿管エンドメ トリオーシスに対 して尿管剥離術を行い

良好な経過をたどった1例 を経験 したので若干の文献

的考察を加えて報告する.

症 例

患者:32歳,女 性

主訴:肉 眼的血尿,頻 尿

既往歴:21歳,自 然分娩.24歳,流 産.26歳,虫 垂

切除術.31歳,子 宮内膜症にて加療中.

家族歴:特 記すべきことなし

現病歴:1986年4月 から強度の生理痛を訴え某医を

受診,月 経困難症として加療 されていたが軽快しない

ため当院産婦人科を受診した.以 後,子 宮内膜症,月

経困難症の診断にて治療を受けている.1987年1月 お

よび2月 に月経に一致する肉眼的血尿を認め,同 年2

月18日 に 当科に紹介された.初 診日は月経中であった

が,膀 胱鏡検査では軽度の膀胱炎の所見を認めるのみ

で,尿 管口か らの血尿の流出は観察されなかった.し

かし検尿上はRBc多 数/hpf,wBc28～29/hpfと 顕

微鏡的血尿を認めた.排 泄性腎孟造影では右腎が造影

されず,逆 行性腎造孟影で右尿管下部に狭窄像を認め

たため,精 査治療を目的に2月24日 当科に入院した.

入院時現症:身 長153Cm,体 重48.8kg.眼 瞼結膜

に貧血 眼球結膜に黄疸は認めない.右 下腹部に限局

する圧痛を認めた以外,頭 頸部,胸 腹部に理学的異常

所見は認められず,リ ンパ節も触知されなかった.

入院時検査成績:血 沈3mm/hr.10mm/2hr.血 液

検査,血 清電解質,BUN,Crに 異常を認め なか っ
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Fig.2.病 理 組 織 学 的所 見.拡 張,迂 曲 した 子 宮 内膜

腺,子 宮 内 膜 間 質細 胞 を 認 め,エ ン ドメ ト

リオ ー シス と診 断 され た(H-E染 色 ×100).

Fig.L逆 行性腎孟造影.右 尿管口から8cmの

ところに狭窄が あ り,狭 窄部は約L5

cmで 上部尿管は水尿管を呈 していた.

た.肝 機能検査においてGOT471U/1,GPTlO6

1u/lと 上昇しており,こ れは子宮内膜症の治療 のた

め服用していたダナゾール②による肝機能障害と診断

された.尿 中細胞診classL入 院時の検尿所見は生

理終了後のためかRBCo～1/hpf,WBGo～1/hpf,

また尿培養もnegativeで あった,

X線 検査所見:排 泄性腎孟造影上,左 腎,尿 管は正

常であったが,右 腎影は腫大 し,腎 孟腎杯は描出され

なかった.逆 行性腎孟造影では右尿管口から8cmの

ところに狭窄があ り,尿 管カテーテルは上行できなか

った.狭 窄部は約1.5cmで 上部尿管は水尿管を呈し

ていた(Fig.1).経 皮的腎孟造影 では逆行性腎孟造

影に一致する尿管狭窄を認めた.以 上の結果からエン

ドメトリオーシスによる尿管狭窄と診断し,1987年3

月5日 尿管剥離,尿 管部分切除術を予定した.

手術所見 ・全身麻酔下に仰臥位とし,下 腹部正中切

開で開腹した.は じめに産婦人科医により子宮全摘出

および右付属器切除術を施行した.子 宮は手拳大,右

付属器から右パラメ トリウム,ダ グラス窩にかけて硬

く一塊となり癒着していた.右 尿管は子宮動脈との交

叉部の約2cm近 位で搬痕組織により圧排 されて お

り,そ の上部で水尿管を呈していた.搬 痕組織を切

除,尿 管を剥離 し狭窄部尿管に切開を加えると,3×4

mmの 暗赤色の小腫瘤を認めたため切除した.double

Jstentが 容易に膀胱 まで挿入できたため,尿 管部分

切除は行わず,こ れを留置,尿 管の切開部を縫合し手

術を終了した,

病理組織学的所見:子 宮,付 属器,尿 管周囲搬痕組

織,尿 管内小腫瘤のいずれからも拡張,迂 曲した子宮

内膜腺,子 宮内膜間質細胞を認め,エ ンドメトリオー

シスと診断された.尿 管内小腫瘤の組織像を示す(Fig.

2).

術後経過=術 後経過は良好,排 泄性腎孟造影でも腎

機能の回復,水 腎症の軽快を認め たため,doubleJ

stentを 抜去 して術後16日 目に退院 した。3ヵ 月およ

び1年 後の排泄性腎孟造影では軽度の水腎症と腎機能

の低下を認めるが,回 復は良好と考えられた.術 後2

年の腎エコーでは水腎症は完全に消失していた.

考 察

エンドメトリオーシス,子 宮内膜症は産婦人科領域

では頻度の高い疾患であるが,尿 路系発生は稀であ り

StanleyらDに よるとエンドメトリオーシス罹患女性

の1～ll%に 膀胱ないし尿管発生をみるにすぎないと

いわれている.さ らにStillwellら2)は 膀胱,尿 管,

腎に発生するエンドメトリオーシスの頻度は40=5:1

であると報告 している.尿 管エンドメトリオーシスの

報告例は本邦 では1971年 広 田 ら3)の 報告 に始 ま り,

1989年 渡辺ら4)が29例 を集計しているにすぎない.今

回,わ れわれは渡辺らの集計後の報告7例9‐lb)と 自験

例を加えた37例 を集計 し,臨 床的検討を行った.な

お,松 浦ら13>の報告は遠位尿管閉鎖症との合併例であ

るが,遺 残尿管が子宮内膜症組織に埋没 されていた

ので,今 回の集計に加えた(Table1).

発生年齢は19～54歳,平 均38.5歳 で あった.患 側に

ついては右側17例(45.9%),左 側15例(40.6%),両

側5例(13.5%)と 左右差を認めなかった.発 生部位

をみる と下部尿管が36例(97.3%),中 部尿管1例

(2.7%),上 部尿管発生例はみられなかった.症 状は

重複しているが背部,側 腹部,下 腹部痛27例,血 尿7



Table1.

入 澤,ほ か1尿 管 エ ン ド ズ トリオ ー シス

尿管エンド外 リオーシス本邦報告例(渡 辺らの集計に続 く)
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No.報 告年 年度 年齢 発生部位 主 訴 既往症・既往手術 浸潤型 治 療

30北 村 ら9)1983 40 両側下端 野 静

31前 山らLU19832匡 左下部 月経困難

32源 川 らII)198533右 下部 右腰背部痛

33大 橋 ら12)】98735両 側下端 側腹部痛

月経困難症
原発性不妊

(一)

?

?

34松 浦 ら13)1987
(19発 壼騨 左遠濃 欝 症合繭

35尾 松 ら14}199041左 下 部

36藤 沢 らis)199030 左下部
膀 胱

左腰痛 左卵巣部分切除術
下腹部痛

肉眼的血尿
頻尿 ・排尿痛?
残尿感

37自 験例199032右 下部 肉眼的血尿 流 産

ex

9

ex

9

?

尿管剥離,左 卵巣摘出術
術後放射線療法

左卵巣嚢腫摘出術
術後ダナゾール療法

右尿管膀胱新吻合術
両側チョコレート嚢腫摘出

両側右尿管膀胱新吻合術
術後ダナゾール療法

チョコレート嚢腫摘出

左尿管狭窄部切除ex
回腸尿管置換術

? ダナゾール療法

子宮,右 付属器摘出術
mix右 尿管剥離術
右尿管腔内腫瘤切除

例,発 熱5例,膀 胱刺激症状4例,乏 尿2例,こ れら

はいずれも尿路系への浸潤が原因 となってい る.一

方,婦 人科的症状は月経困難2例,月 経過多1例,不

整性器出血1例 と比較的少なかった.既 往歴に婦人科

的処置を施行されたものは15例(40.5%),こ の うち

人工妊娠中絶は8例 を占めていた.

尿管エンドばhリ オーシスの大半が下部尿管に発生

してお り,好 発部位が尿管腫瘍と一致するため,本 症

の診断を困難なものとしている.馬 場ら5)は膀胱エン

ドメトリオーシスの症例において尿中細胞診,膀 胱洗

浄細胞診を行い,子 宮内膜上皮を認めたことを,ま た

安田ら6)はエンド朴 リオーシスによる尿管狭窄の1

例を報告した中で,狭 窄部の擦過細胞診において繊毛

を有する高円柱上皮を認めたと述べている.い ずれも

膀胱,尿 管腔内に生 じたものの診断には有用と考えら

れる.自 験例ではエンドメトリオーシスとして治療を

受けていたこと,尿 管狭窄が尿管の下部1/3に 限局し

ていたこと,月 経y`_致 した血尿を認めたことなどに

より術前診断は比較的容易であった。

子宮内膜症は子宮筋層内に発生する内性子宮内膜症

(子宮腺筋症)と 子宮外 に発生す る外性子宮内膜症

(エ ンドメトリオーシス)に 分類 される.さ らに,尿 管

エンド式トリオーシスは尿管外に発生したエンド・ト

オーシスにより尿管が圧迫され て通過障害 を きたす

extrinsictypeと,尿 管壁に発生したエンドえトリオ

ーシスにより尿管内腔が狭小化 され て通過障害 を き

たすintrinsictypeに 分類される.本 邦報告37例 に

ついてみてみるとextrinsictype24例(64 .9%),

intrinsictype4例(10・8%),mixedtypel例

(2.7%),不 明8例(21.6%)で あ っ た.子 宮 内 膜症

の 骨 盤 内 の 好 発部 位 はcul-de-sacperitoneumと

uterosacralligamentと され て い る が7),重 症 例 では

ダ グラ ス窩 が 完 全 に閉 鎖,小 骨盤 腔 が 内膜 症組 織 と癒

着 した 臓 器 で 埋め られfrozenpelvisの 状 態 とな る.

この 状 態 に お いて 尿 管 が 巻 き 込 ま れextrinsictype

が 生 じやす い こ とは 想 像 に難 くな い.自 験 例 では 尿 管

周 囲 に搬 痕 組 織 を 認 め,こ れ が 水 腎 症 の 原 因 とな って

お り,ま た 尿 管 内腔 に 小腫 瘤 を 認 め,こ れ が 血 尿 の 原

因 とな って お り,extrinsictypeとintrinsictypeの

混合 型(mixedtype)で あ った.mixedtypeの 報 告

は 自験 例 の み で あ った.

治 療 は 手術 療 法 と ホ ルモ ン療 法 が お もに 行 われ て い

る.泌 尿 器科 的 手 術 は37例 中31例 に 行 わ れ て お り,そ

の お もな 内容 は,狭 窄 部 切除 術+尿 管 膀胱 新 吻 合術9

例,狭 窄 部 切除 術+尿 管 吻 合 術5例,尿 管 剥 離 術6

例,腎 尿管 摘 出術6例 で あ った 。 また 子 宮摘 出術 付

属 器摘 出術 な ど婦 人科 的手 術 が 行 わ れ た もの は17例 あ

った.Stillwellら2)は 再 発 防 止 の た め に 去 勢術 が 必 要

で あ る と述 べ て い る が,本 邦 報 告 例 で は去 勢術 を 施 行

され た の は6例 を数 え るに す ぎな い.ホ ル モ ン療 法 は

16例 に 施 行 され て い るが,こ の うち ホ ル モ ン療 法 単 独

は6例 で あ った.GardncrandWhitakere)は ホ ル モ

ン療 法 無 効例,再 発 例 で は 早期 に外 科 療 法 を 施 行 す べ

で あ る と述 べ て い る.術 後放 射 線 療 法 が2例 に 行 わ れ

て い た。 自験 例 で は す で に ホ ル モ ン療 法 を 受 け ,こ れ

が 原 因 と考 え られ る 肝機 能障 害 が 出 現 して お り,ま た

尿管 カ テ ー テ ルが 上行 しない ほ ど尿 管 が 狭 窄 して い た

こ とよ り,手 術療 法 は 妥 当 な治 療 法 で あ った と考 え ら
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れ る.

結 語

泌尿紀要37巻4号1991年

32歳,女 性の右尿管に発生 した尿管エンドメトリオ

ーシスの1例 を報告し,あ わせて本邦報告37例 を集計

し,若 干の文献的考察を加えた.

本論文の要旨は第200回 日本泌尿器科学会東北地方会にお

いて協同演者の菅野理が報告した.
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